
東日本大震災からの地域づくり
~小さな居場所の大きな野望~

キャンナス東北

コーディネーター・作業療法士

野津裕二郎
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キャンナス東北の居場所づくり

牡鹿半島の循環

本日の報告
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人口３，０００人弱

産業：水産業

医療・介護：病院１

診療所１

特養６０床

小規模デイ１

震災被害

・介護保険事業所閉鎖

・全ての漁港ほぼ壊滅

・公民館閉鎖

・仮設住宅５００世帯

・若者流出 4
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地域の居場所をつくる
２０１１年１２月 おらほの家
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居場所の３つの軸

●集落・行政区を越えた居場所

●何歳でもワクワク出来る居場所

●１人１人が作り上げていく居場所
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その方の人生のストーリーを聴く

その地域のストーリーを知る

居場所づくりの２つの方法
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今
ま
で
し
て
い
た

大
切
な
作
業
・役
割
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「
そ
の
人
ら
し
さ
」の
集
合
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地
域
の
「鍵
」は

目
の
前
の
そ
の
人
に
し
か
な
い
。

地
域
の
「鍵
」は

地
域
の
小
さ
き
声
に
詰
っ
て
い
る
。
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「全浜で居場所をつくりたい。」

地域のキーマン
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地域が立ち上がる

２０１４年（４月）

住民互助組織「寄らいん牡鹿」

設立
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広がる居場所広がる居場所
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観光と繋がる観光と繋がる
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障がい福祉・産業と繋がる障がい福祉・産業と繋がる
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誰しもが光輝く地域へ
牡鹿の鍵はじぃちゃんばぁちゃんが握ってる。

じぃちゃんばぁちゃんが光となる時、

地域は輝きだす。

実は元々光っていたその存在。

僕らが光に気付かない眼になっていただけだ。

小さき声を聴く事を忘れた地域は、徐々に光りも
消えていきます・・・。

僕らは、ありのままの光に触れて、共に歩む。
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ご清聴ありがとうございました
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